
大学番号 ᅶᇌᲫᲭᲰ

ᚨፗ年度 令和 2年度

ᚘ画の区分Ჴ ᄂᆮᅹの専攻のᚨፗ又はᛢᆉの変更

　　　⫋名・氏名　　 㒊㛗　小林　学

　　　㟁ヰ␒号　　 045-212-3830

　　　㸦夜㛫㸧　　 045-212-3830

　　　㹣㸫mail　　 dred_seisa@seisa.ac.jp

　　　Ჭ　大学番号の欄については、ᛦ査対ᝋ大学ሁに対して別ᡦ発出する、事務ᡲዂ「令和Ჭ年度の履ᘍ状況

　　　　　報告書の提出についてᲢ依᫂Უ」の別ኡにᚡ᠍のある大学番号をᚡ᠍してください。

　　　　　例Უ　○○大学　△△学ᢿ　□□学ᅹ

　　　　　　　　　　　　Ტ旧名ᆅᲴ◇◇学ᅹᲢ平成◇◇年度より学ᅹ名ᆅ変更ᲣᲣ

　　　　　ᘙ᫆は「ᚘ画の区分」に従い、ᚡ入してください。

　　　　　例Უ

　　　　　・ᡫ信教Ꮛᛢᆉの᧏ᚨの場合Ჴ「○○大学　△△学ᢿ　□□学ᅹᲢᡫ信教ᏋᛢᆉᲣ」

　　　　　・大学のᚨፗの場合Ჴ「○○大学」

　　　　　・学ᢿのᚨፗの場合Ჴ「○○大学　△△学ᢿ」

　　　　　・学ᢿの学ᅹのᚨፗの場合Ჴ「○○大学　△△学ᢿ　□□学ᅹ」

　　　　　・短期大学の学ᅹのᚨፗの場合Ჴ「○○短期大学　△△学ᅹ」

　　　　　・大学ᨈᚨፗの場合Ჴ「○○大学大学ᨈ」

　　　　　・大学ᨈのᄂᆮᅹのᚨፗの場合Ჴ「○○大学大学ᨈ　○○ᄂᆮᅹ」

　　　　　・大学ᨈのᄂᆮᅹの専攻のᚨፗሁの場合Ჴ「○○大学大学ᨈ　○○ᄂᆮᅹ　○○専攻Ტ修士ᛢᆉᲣ」

Ტ注ᲣᲫ　「ᚘ画の区分」はᚨፗ時の基本ᚘ画書「ᚘ画の区分」と同様にᚡ᠍してください。

　　　Წ　大学ᨈの場合は、ᘙ᫆を「○○大学大学ᨈ　・・・」とᚡ入してください。

　　　　　ᚨፗ時から対ᝋ学ᢿሁの名ᆅ変更があった場合には、ᘙ᫆には現在の名ᆅをᚡ᠍しᲦその下欄に

　　　　　Ტ　　Უ書きにて、ᚨፗ時の旧名ᆅをᚡ᠍してください。

　　担当㒊局㸦ㄢ㸧名　大学㝔事務㒊

令和Ჭ年Ჯ月Ძ日現在 

　作成担当⪅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ᛐ可】ᚨፗに係るᚨፗᚘ画履ᘍ状況報告書

学校法人　国ᨥ学園　　　

認可
　　　　　　　　　　　　

星槎大学大学ᨈ　教Ꮛ学ᄂᆮᅹ　教Ꮛ学専攻Ტ博士後期ᛢᆉᲣᲢᡫ信教ᏋᛢᆉᲣ
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ᲯᲨ教員ኵጢの状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　ᲫᲪ
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タ　　⨨　　時 変　更　≧　況 備　　　⪃

㸦ミヤザワ　ヤスオ㸧

宮⃝　保夫

㸦令和元年8月㸧

㸦ヤマワキ　ナオシ㸧

山⬥　┤司

㸦平成31年4月㸧

㸦ミワ　ケンジ㸧 㸦イマヅ　コウジロウ㸧

三㍯　建二 今津　孝次㑻

㸦令和2年4月㸧 㸦令和2年4月㸧

㸦注㸧・「変更≧況」は、変更があった場合にグ入し、併せて「備⪃」に変更の⌮⏤と変更年月日、報告年度を

　　　㸦　㸧書きでグ入してください。

　　　㸦例㸧令和㸰年度に報告῭の内容　→㸦㸰㸧

　　　　　　令和㸱年度に報告する内容　→㸦㸱㸧

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更≧況」に㉥字にてグ㍕㸦昨年度までに報告

　　　　されたグ㍕があれば、そこに㉥字でぢえᾘし修正㸧するとともに、上グと同様に㸪「備⪃」に変更⌮⏤➼を

　　　　グ入してください。

　　　・大学㝔の場合には、「⫋名」を「◊✲⛉㛗」➼と修正してグ入してください。

　　　・大学⊂⮬の⫋名をタけていて当ヱ⫋位がない場合は、各⫋に┦当する⫋名の方をグ㍕してください。

学　　㛗

◊ ✲ ⛉ 㛗
学内体制変更のため。
㸦2㸧

　　　〒231-0021
　　　　⚄奈川┴横浜市中区日本大㏻11␒地　横浜情報文化センター5㝵
　　㸦〒250-0631　⚄奈川┴㊊柄下㒆⟽根⏫仙▼原817-255㸧

⌮ 事 㛗

㸦注㸧・対㇟学㒊➼の位⨨が大学本㒊の位⨨と␗なる場合、本㒊の位⨨を㸦　㸧書きでグ入してください。

　　　・対㇟学㒊➼が」数のキャンパスに所在する場合には、」数のキャンパスの所在地をそれぞれグ㍕して

　　　　ください。

ᲢᲮᲣ ሥ理ᢃ営ኵጢ

⫋　　名

ᲢᲬᲣ 大　学　名
　　　　星槎大学大学㝔

ᲢᲭᲣ ᛦ査対ᝋ大学ሁの位ፗ

Ძ　ᛦ査対ᝋ大学ሁの概ᙲሁ

ᲢᲫᲣ ᚨ　ፗ　ᎍ

　　　　学校法人　国㝿学園
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㸦注㸧・　当ヱㄪ査対㇟の学㒊の学⛉または◊✲⛉の専攻➼、定員を定めている⤌⧊ごとにグ入してください㸦入ヨ
　　　　区分ごとではありません㸧。
      ・　なお、ㄢ⛬ㄆ定➼によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上つ定されている最小単位
　　　　㸦大学であれば「学⛉」、▷期大学であれば「専攻ㄢ⛬」㸧のほか、それらのコースや専攻単位でもグ㍕してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成㸰㸷年度㛤タの㸲年制の学⛉の完成年度を㉺えて報告する場合㸦令和㸰年度までの㸳年㛫㸧ですが、
　　　　完成年度を㉺えていない場合は修業年㝈に合わせて作成してください。㸦修業年㝈が㸲年以下の場合には欄を削㝖し、
　　　　㸳年以上の場合には、欄をタけてください。㸧

　　　・　␃学⏕については、「出入国⟶⌮及び㞴民ㄆ定法」別⾲➨一に定められる「『␃学』の在␃㈨格㸦いわゆる

　　　　「␃学ビザ」㸧により、我が国の大学㸦大学㝔を含む。㸧、▷期大学、㧗➼専㛛学校、専修学校㸦専㛛ㄢ⛬㸧

　　　　及び我が国の大学に入学するための‽備教⫱ㄢ⛬をタ⨨する教⫱施タにおいて教⫱を受ける外国人学⏕」を

　　　　グ㍕してください。

　　　・　▷期交換␃学⏕など、定員内に含めていない学⏕についてはグ入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　教⫱学◊✲⛉

　教⫱学専攻

㸦博士後期ㄢ⛬㸧

　博士㸦教⫱㸧

対㇟年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 5人 㸫 5人 㸫

15 㸫 4 㸫
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

15 㸫 4 㸫
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

5 㸫 1 㸫
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

5 㸫 1 㸫
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　) (　㸫　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

入学定員㉸㐣⋡
㹀㸭㸿

㸦注㸧・　報告年度の䠑月䠍日現在䛾情報䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄㐣年度䛻䛴䛔䛶䛿䚸各年度末時点䛾情報䛸䛧䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅

　　　・　㸦　 㸧内には、⦅入学の≧況について外数でグ入してください。なお、⦅入学を」数年次で⾜って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備⪃」に付グしてください。 ヱ当がない年度には

　　　　「㸫」をグ入してください。

　　　・　㌿入学⏕はグ入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、␃学⏕の≧況について内数でグ入してください。ヱ当がない年には「㸫」をグ入してください。

　　　・　学期の区分に従い学⏕を入学させる場合は、春季入学とその他の学期㸦春季入学以外の学期区分をタけている

　　　　場合㸧に分けて数値をグ入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「㸫」をグ入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員をタけている場合は、備⪃欄にその人数をグ入してください。

　　　・　「入学定員㉸㐣⋡」については、各年度の春季入学とその他を合ィした入学定員、入学⪅数で⟬出して

　　　　ください。なお、ィ⟬の㝿は小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位までグ入してください。

　　　・　「平均入学定員㉸㐣⋡」には、㛤タ年度から報告年度までの入学定員㉸㐣⋡の平均をグ入してください。

　　　　ィ⟬の㝿は「入学定員㉸㐣⋡」と同様にしてください。なお、完成年度を㉺えて報告書を提出する大学➼は、

　　　　報告年度㸦令和㸱年度㸧から㉳⟬した修業年㝈に┦当する期㛫の入学定員㉸㐣⋡の平均をグ㍕してください。

　　　・「㛤タ年度から報告年度までの平均入学定員㉸㐣⋡」は、完成年度を㉺えて報告書を提出する大学➼のみ

　　　　グ入してください。完成年度を㉺えていない場合は「㸫」をグ入してください。

(　　 　)

備　　⪃

㸫

5 5

　㸦㸳㸧㸫②　ㄪ査対㇟学㒊➼の入学⪅の≧況

平成㸱㸮年度 令和元年度 令和㸰年度 令和㸱年度
平均入学定員

㉸ 㐣 ⋡

㛤タ年度から
報告年度まで
の平均入学定

員㉸㐣⋡

平成㸰㸷年度

㸦注㸧・　定員を変更した場合は、「備⪃」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を㸦　㸧書きでグ入してください。

　　　・　基♏となる学㒊➼がある場合には、「備⪃」に基♏となる学㒊➼の名⛠をグ入してください。

　　　・　「学位又は学⛉の分㔝」には、「ㄆ可⏦ㄳ書」又は「タ⨨届出書」の「教⫱ㄢ⛬➼の概せ㸦別グ様式➨㸰号
　　　　㸦その㸰の㸯㸧㸧」の「学位又は学⛉の分㔝」と同様にグ入してください。

　 　　・　学⏕募㞟停止を予定している場合は、「学⏕募㞟の停止について」で「新つ入学⪅を募㞟停止予定」を㑅択する
          とともに、「備⪃」に「令和○年度から学⏕募㞟停止㸦予定㸧」とグ㍕してください。

ᲢᲯᲣ　ᛦ査対ᝋ学ᢿሁの名ᆅ、定員、入学ᎍの状況ሁ

　㸦㸳㸧㸫①　ㄪ査対㇟学㒊➼の名⛠➼

ㄪ査対㇟学㒊➼の
名⛠㸦学位㸧

学位又は学⛉
の分㔝

タ ⨨ 時 の ィ ⏬ 学⏕募㞟の停
止について

備　⪃
修業年㝈 入学定員

教⫱学・保⫱
学㛵係

3年 5人

0.60倍

(　　 　)

[ 　　　 ]

志㢪⪅数

受㦂⪅数

合格⪅数

㹀　 入学⪅数

[ 　　　 ] [ 　　　 ]

㸿　 入学定員
(　　 　)

⦅入学定員 収容定員

年次 15人

人

(　㸫　) (　㸫　)

[ 　㸫　 ] [ 　㸫　 ]

1.00 0.20
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対㇟年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

5 㸫 1 㸫

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　㸫　㸧 㸦　㸫　㸧

5 㸫

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [ 㸫 ] [ 㸫 ]

㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　㸫　㸧 㸦　㸫　㸧

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧 㸦　　㸧

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

㸦　　㸧㸦　　㸧㸦　　㸧㸦　　㸧

　　・令和㸱年㸳月㸯日　公⾲

㸦注㸧・　報告年度䛾䠑月䠍日現在䛾情報䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄㐣年度䛻䛴䛔䛶䛿䚸各年度末時点䛾情報䛸䛧䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅

　　　・　[ 　 ]内には、␃学⏕の≧況について内数でグ入してください。ヱ当がない年度には「㸫」をグ入してください。

　　　・㸦　㸧内には、␃年⪅の≧況について、内数でグ入してください。ヱ当がない年には「㸫」をグ入してください。

　　　・　⦅入学⏕や㌿入学⏕も含めてグ入してください。その㝿、備⪃欄に人数の内ヂをグ入してください。

　　　・　学期の区分に従い学⏕を入学させる場合は、春季入学とその他の学期㸦春季入学以外の学期区分をタけている

　　　　場合㸧に分けて数値をグ入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「㸫」をグ入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員をタけている場合は、備⪃欄にその人数をグ入してください。

　　　・　「ィ」については、各年度の春季入学とその他の学期を合ィした在学⪅数、␃学⏕数をグ入してください。

㸲年次

㸯年次

㸰年次

㸱年次

5

ィ [　　　 　]

㸦　　　　 㸧

[　　　　 ] [　　　　 ] [　 㸫　 ]

㸦　　　　 㸧 㸦　　　　 㸧 㸦　 㸫　 㸧

6

[　 㸫　 ]

㸦　 㸫　 㸧

　㸦㸳㸧㸫③　ㄪ査対㇟学㒊➼の在学⪅の≧況

平成㸰㸷年度 平成㸱㸮年度 令和元年度 令和㸰年度 令和㸱年度
備　　　　　⪃

3



　㸦㸳㸧㸫④　ㄪ査対㇟学㒊➼の㏥学⪅➼の≧況

人 人 平成䠎䠕年度 人 人

平成䠎䠕年度 人 人

平成䠏䠌年度 人 人

平成䠎䠕年度 人 人

平成䠏䠌年度 人 人

令和元年度 人 人

平成䠎䠕年度 人 人

平成䠏䠌年度 人 人

令和元年度 人 人

令和䠎年度 人 人

平成䠎䠕年度 人 人

平成䠏䠌年度 人 人

令和元年度 人 人

令和䠎年度 人 人

令和䠏年度 人 人

㻜 人 人 人

䠄注䠅䞉䚷数字䛿䚸報告年度䛾䠑月䠍日現在䛾数字䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䚷

䚷䚷䚷䞉䚷各対㇟年度䛾在学者数䛻䛴䛔䛶䛿䚸対㇟年度䛾人数䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄在学者数䛛䜙㏥学者数䜢減䜙䛩必せ䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䠅

䚷䚷䚷䞉䚷内ヂ䛻䛴䛔䛶䛿䚸㏥学䛧䛯学生䛜入学䛧䛯年度䛤䛸䛻グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯䚸留学生数欄䛾人数䛻䛴䛔䛶䛿䚸㏥学者数䛾内数䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䚷䚷䚷䞉䚷在学者数䚸㏥学者数䛻䛿編入学生䜔㌿入学生䜒含䜑䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䚷䚷䚷䞉䚷䛂主䛺㏥学理由䛃䛿䚸下䛾㡯目䜢参考䛻グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛭䛾㝿䚸䛂就学意欲䛾低下䠄䕿人䠅䛃䛸䛔䛖䜘䛖䛻䚸䛭䛾人数䜒含䜑䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄グ入㡯目例䠅䞉就学意欲䛾低下䚷䚷䚷䞉学力不㊊䚷䚷䚷䞉他䛾教育機㛵䜈䛾入学䞉㌿学䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉海外留学

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉就職䚷䚷䚷䞉学生個人䛾心㌟䛻㛵䛩䜛事情䚷䚷䚷䚷䞉家庭䛾事情䚷䚷䚷䞉㝖籍䚷䚷䚷䚷䞉䛭䛾他

　㸦㸳㸧㸫⑤　ㄪ査対㇟学㒊➼の年度ごとの㏥学⪅の割合

䛆平成䠎䠕年度䛇

平成䠎䠕年度䛾㏥学者数䠄䠽䠅 㻜
平成䠎䠕年度䛾在学者数䠄䠾䠅

䛆平成䠏䠌年度䛇

平成䠏䠌年度䛾㏥学者数䠄䠽䠅 㻜
平成䠏䠌年度䛾在学者数䠄䠾䠅

䛆令和元年度䛇

令和元年度䛾㏥学者数䠄䠽䠅 㻜
令和元年度䛾在学者数䠄䠾䠅

䛆令和䠎年度䛇

令和䠎年度䛾㏥学者数䠄䠽䠅 㻜
令和䠎年度䛾在学者数䠄䠾䠅 㻡

䛆令和䠏年度䛇

令和䠏年度䛾㏥学者数䠄䠽䠅 㻜
令和䠏年度䛾在学者数䠄䠾䠅 㻢

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

䠂

㻩 㻜

㻩 㻩 㻜 䠂

㻩 䠂㻩 㻜

㻩 㻩 㻜

㻩 㻩 㻜 䠂

㻩 䠂

人

合䚷䚷ィ

人

令和䠎年度 㻡 人 㻜 人

人令和元年度

令和䠏年度 㻝 人 㻜

主䛺㏥学理由
䠄留学生䛾理由䛿㼇䚷㼉書䛝䠅

内ヂ

入学䛧䛯年度

平成䠎䠕年度

平成䠏䠌年度 人 人

㏥学者数

䛖䛱留学生数

　　　区　分

対㇟年度

在学者数䠄㼎䠅 ㏥学者数䠄㼍䠅
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【令和㸱年度】

必
　
修

㑅
　
択

⮬
　
⏤

教
　
授

准
教
授

ㅮ
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

㑅
　
択

⮬
　
⏤

教
　
授

准
教
授

ㅮ
　
師

助
　
教

助
　
手

研究方法特別演習䊠 㻝㏻ 㻞 㻝 研究方法特別演習䊠 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊡 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊡 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊢 㻝㏻ 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊢 㻝㏻ 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊣 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊣 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊤 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊤 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊥 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊥 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊦 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 研究方法特別演習䊦 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊧 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 研究方法特別演習䊧 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷

小ィ䠄㻤科目䠅 㻙 㻜 㻝㻢 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 小ィ䠄㻤科目䠅 㻙 㻜 㻝㻢 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

教育実㊶ㅮ究䊠䠄省察的実㊶䠅 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 教育実㊶ㅮ究䊠䠄省察的実㊶䠅 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

教育実㊶ㅮ究䊡 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 教育実㊶ㅮ究䊡 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷

特別ㅮ究䊠䠄学校臨床社会学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷 特別ㅮ究䊠䠄学校臨床社会学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

特別ㅮ究䊠䠄発㐩心理学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊠䠄発㐩心理学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊠䠄教育相ㄯㄽ䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊠䠄教育相ㄯㄽ䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊠䠄看ㆤ教育学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊠䠄看ㆤ教育学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝

䚷䠄初中等教育䛾社会学䠅 䚷 䚷䠄初中等教育䛾社会学䠅 䚷

特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝

䚷䠄㧗等教育䛾社会学䠅 䚷 䚷 䚷䠄㧗等教育䛾社会学䠅 䚷 䚷

特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝 特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝

䚷䠄教育䞉医療䞉福祉䛾㐃携ㄽ䠅 䚷䠄教育䞉医療䞉福祉䛾㐃携ㄽ䠅

小ィ䠄㻥科目䠅 䚷 㻠 㻝㻠 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 小ィ䠄㻥科目䠅 䚷 㻠 㻝㻠 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

博士研究指導䊠 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻣 䚷 䚷 䚷 䚷 博士研究指導䊠 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻣 䚷 䚷 䚷 䚷

博士研究指導䊡 㻞㏻ 㻞 䚷 䚷 㻣 䚷 䚷 䚷 䚷 博士研究指導䊡 㻞㏻ 㻞 䚷 䚷 㻣 䚷 䚷 䚷 䚷

㻟㏻ 㻞 㻣 䚷 䚷 㻟㏻ 㻞 㻣 䚷 䚷

小ィ䠄㻟科目䠅 㻙 㻢 㻜 㻜 㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 小ィ䠄㻟科目䠅 㻙 㻢 㻜 㻜 㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻙 㻝㻜 㻟㻜 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻙 㻝㻜 㻟㻜 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

研
究
指
導
科
目

博士研究指導䊢

専
㛛
科
目

特
別
ㅮ
究
䊠

特
別
ㅮ
究
䊡

研
究
指
導
科
目

博士研究指導䊢

合ィ䠄㻞㻜科目䠅

卒業せ件及び履修方ἲ

修了せ件䛿䚸㻟年以上在学䛧䚸授業科目䜢㻝㻢単位以上修得䛧䚸䛛䛴䚸必せ䛺研究指導䜢受䛡䛯䛖䛘䚸
博士ㄽ文䛻㛵䛩䜛䛩䜉䛶䛾審査䛻合格䛩䜛䛣䛸䛸䛩䜛䚹䛯䛰䛧䚸授業科目䛿基盤科目䛛䜙㻝科目㻞単
位以上䚸専㛛科目䛛䜙必修科目䜢含䜑㻠科目㻤単位以上修得䛩䜛䛣䛸䜢せ䛩䜛䚹

合ィ䠄㻞㻜科目䠅

卒業せ件及び履修方ἲ

修了せ件䛿䚸㻟年以上在学䛧䚸授業科目䜢㻝㻢単位以上修得䛧䚸䛛䛴䚸必せ䛺研究指導䜢受䛡䛯䛖
䛘䚸博士ㄽ文䛻㛵䛩䜛䛩䜉䛶䛾審査䛻合格䛩䜛䛣䛸䛸䛩䜛䚹䛯䛰䛧䚸授業科目䛿基盤科目䛛䜙㻝科
目㻞単位以上䚸専㛛科目䛛䜙必修科目䜢含䜑㻠科目㻤単位以上修得䛩䜛䛣䛸䜢せ䛩䜛䚹

基
䚷
盤
䚷
科
䚷
目

基
䚷
盤
䚷
科
䚷
目

教

育

実

㊶

ㅮ

究

【ㄆ可時又は届出時】

⛉┠
区分

授業⛉┠の名⛠

㓄
当
年
次

単位数

䚷䠄教育現場䛾ㄢ㢟ゎ決䛾䛯䜑䛾方策䠅

兼

任

・

兼

担

専
㛛
科
目

教

育

実

㊶

ㅮ

究

䚷䠄教育現場䛾ㄢ㢟ゎ決䛾䛯䜑䛾方策䠅

特
別
ㅮ
究
䊠

特
別
ㅮ
究
䊡

Წ　授業ᅹ目の概ᙲ

Ჶ教Ꮛ学ᄂᆮᅹ　教Ꮛ学専攻Ტ博士後期ᛢᆉᲣᲢᡫ信教ᏋᛢᆉᲣᲸ

ᲢᲫᲣᲧ① 授業ᅹ目ᘙ

⛉┠
区分

授業⛉┠の名⛠

㓄
当
年
次

単位数 専任教員➼の㓄⨨ 兼

任

・

兼

担

専任教員➼の㓄⨨
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【令和㸰年度】

必
　
修

㑅
　
択

⮬
　
⏤

教
　
授

准
教
授

ㅮ
　
師

助
　
教

助
　
手

研究方法特別演習䊠 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊡 㻝㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

研究方法特別演習䊢 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊣 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊤 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊥 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊦 㻝㏻ 㻞 㻝

研究方法特別演習䊧 㻝㏻ 㻞 㻝

小ィ䠄㻤科目䠅 㻙 㻜 㻝㻢 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

教育実㊶ㅮ究䊠䠄省察的実㊶䠅 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

教育実㊶ㅮ究䊡 㻝㏻ 㻞 䚷 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷 䚷

特別ㅮ究䊠䠄学校臨床社会学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 䚷 㻝 䚷 䚷 䚷 䚷

特別ㅮ究䊠䠄発㐩心理学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊠䠄教育相ㄯㄽ䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊠䠄看ㆤ教育学䠅 䠍䞉䠎㏻ 䚷 㻞 㻝

特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 㻝

䚷䠄㧗等教育䛾社会学䠅 䚷 䚷 䚷

特別ㅮ究䊡 䠍䞉䠎㏻䚷 䚷 㻞 䚷 㻝

䚷䠄教育䞉医療䞉福祉䛾㐃携ㄽ䠅 䚷 䚷 䚷 䚷

小ィ䠄㻤科目䠅 㻠 㻝㻞 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

博士研究指導䊠 㻝㏻ 㻞 㻣

博士研究指導䊡 㻞㏻ 㻞 㻣

㻟㏻ 㻞 㻣

小ィ䠄㻟科目䠅 㻙 㻢 㻜 㻜 㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻙 㻝㻜 㻞㻤 㻜 㻣 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜

㸦注㸧・　報告年度の䠑月䠍日現在䛾情報䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄㐣年度䛻䛴䛔䛶䛿䚸各年度末時点䛾情報䛸䛧䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅

　　　・  ㄆ可⏦ㄳ書又はタ⨨届出書の様式➨㸰号㸦その㸰の㸯㸧に‽じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学のタ⨨➼に係る提出書㢮作成の手引き」の「教⫱ㄢ⛬➼の概せ」を☜ㄆしてください。

　　　・ 「ㄆ可時又は届出時」には タ⨨ㄆ可時又は届出時の授業⛉┠全て㸦兼任、兼担教員が担当する⛉┠を含む。㸧を

　　　　㯮字でグ入してください。その上で、各年度については、ㄆ可時又は届出時から変更となっている⟠所は太字の㉥字としてください。

　　　・　履修希望⪅がいなかったために未㛤ㅮとなった⛉┠についても⛉┠名の後ろに「㸦未㛤ㅮ㸧」としてグ入してください。

　　　・　㸯ページ┠にはㄆ可時又は届出時と報告年度㸰つの⾲をグ入してください。
　　　・　不せな年度㸦令和元年度㛤タであれば平成㸱㸮年度㸧の⾲は㐺宜削㝖してください。

　　　　㸦㸰つの⾲が㸯ページに⾲♧されるようにしてください。㸧
　　　・　専㛛⫋大学➼の場合、「実㦂、実⩦又は実技による授業⛉┠」には「【※】」、「⮫地実務実⩦」による授業⛉┠には「【⮫】」、

　　　　　「㐃携実務₇⩦」による授業⛉┠には「【㐃】」を授業⛉┠の名⛠の右側にグ入してください。

修了せ件䛿䚸㻟年以上在学䛧䚸授業科目䜢㻝㻢単位以上修得䛧䚸䛛䛴䚸必せ䛺研究指導䜢受䛡䛯䛖
䛘䚸博士ㄽ文䛻㛵䛩䜛䛩䜉䛶䛾審査䛻合格䛩䜛䛣䛸䛸䛩䜛䚹䛯䛰䛧䚸授業科目䛿基盤科目䛛䜙㻝科
目㻞単位以上䚸専㛛科目䛛䜙必修科目䜢含䜑㻠科目㻤単位以上修得䛩䜛䛣䛸䜢せ䛩䜛䚹

専
㛛
科
目

教

育

実

㊶

ㅮ

究

䠄教育現場䛾ㄢ㢟ゎ決䛾䛯䜑䛾方策䠅

特
別
ㅮ
究
䊠

特
別
ㅮ
究
䊡

研
究
指
導
科
目

博士研究指導䊢

合ィ䠄㻝㻥科目䠅

卒業せ件及び履修方ἲ

⛉┠
区分

基
䚷
盤
䚷
科
䚷
目

授業⛉┠の名⛠

㓄
当
年
次

単位数 専任教員➼の㓄⨨ 兼

任

・

兼

担
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【令和㸰年度】

【令和㸱年度】

㸦注㸧・  㸰㸦㸯㸧ー① 授業⛉┠⾲にグ入された各年度における変更内容㸦㓄当年次の変更、専任教員➼の㓄⨨の変更、
　　　　授業⛉┠名の変更、新つ⛉┠の㏣加など㸧を⟠条書きでグ入してください。変更がない年度は「≉になし。」とグ入してください。

　　　・　変更内容には、授業⛉┠の未㛤ㅮや廃止についてはグ入しないでください。

　　　・　不せな年度㸦平成㸱㸮年度㛤タであれば平成㸰㸷年度㸧の⾲は㐺宜削㝖してください。

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠ ⛉┠ ⛉┠ ⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

㸦注㸧・　未㛤ㅮ⛉┠も含めた教⫱ㄢ⛬上の授業⛉┠数をグ入するとともに、㹙　㹛内に、タ⨨時のィ⏬からの増ῶを
　　　　グ入してください。㸦グ入例㸸㸯⛉┠ῶの場合㸸△㸯㸧

≉になし。

　　　　 　　　　

未㛤ㅮであった「≉別ㅮ✲Ⅱ㸦初中➼教⫱の♫会学㸧」の⛉┠担当教員審査が完了したため、令和3年4月より㛤ㅮ。

ᲢᲬᲣ 授業ᅹ目数

ᲢᲫᲣᲧ②授業ᅹ目ᘙに᧙する変更内容
　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

[　　0　　]

15 0 20

[　 0 　] [　 0 　] [　　0　　]

5 15 0 20 5

⮬⏤ ィ

タ⨨時のィ⏬ 変更≧況
備⪃

必修 㑅択 ⮬⏤ ィ㸦㸿㸧 必修 㑅択

7



␒号 授業⛉┠名 単 位 数 㓄当年次 一⯡・専㛛 必修・㑅択

㸯

㸰

㸱

㸦注㸧・　㓄当年次に㐩しているにも㛵わらず、何らかの⌮⏤で未㛤ㅮとなっている授業⛉┠についてグ入して

　　　　ください。なお、⌮⏤については可⬟な㝈り具体ⓗにグ入してください。
　　　・　履修希望⪅がいなかったために未㛤ㅮとなった⛉┠についてはグ入しないでください。

　　　・　教⫋大学㝔の場合は、「一⯡・専㛛」を「共㏻・実⩦・その他」と修正してグ入してください。

␒号 授業⛉┠名 単 位 数 㓄当年次 一⯡・専㛛 必修・㑅択

㸯

㸰

㸱

㸦注㸧・　タ⨨時のィ⏬にあり、何らかの⌮⏤で廃止㸦教⫱ㄢ⛬から削㝖㸧した授業⛉┠についてグ入して

　　　　ください。なお、⌮⏤については可⬟な㝈り具体ⓗにグ入してください。

㸦注㸧・　授業⛉┠を未㛤ㅮ又は廃止としたことによる学⏕の履修への影㡪に㛵する大学の所ぢ、

　　　　学⏕への周▱方法、今後の方㔪などを可⬟な㝈り具体ⓗにグ入してください。

ᲢᲰᲣ 「ᚨፗ時のᚘ画の授業ᅹ目数のᚘ」に対する「未᧏ᜒᅹ目と廃止ᅹ目のᚘ」の割合

0

20

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

　　　・　「未㛤ㅮ⛉┠と廃止⛉┠のィ」が、「㸦㸱㸧未㛤ㅮ⛉┠」と「㸦㸲㸧廃止⛉┠」の合ィ数となるように
　　　　␃意してください。

　　　　ください。

ᲢᲯᲣ 授業ᅹ目を未᧏ᜒ又は廃止としたことに係る「大学の所ᙸ」及び「学生への周知方法」

　　　・　専㛛⫋大学➼の場合は、「一⯡・専㛛」を「基♏、展㛤、⫋業専㛛、⥲合」と修正してグ入して

未㛤ㅮ⛉┠㸦㸱㸧と廃止⛉┠㸦㸲㸧のィ
㸻 㸻 0 㸣

タ⨨時のィ⏬の授業⛉┠数のィ㸦㸿㸧

　　　・　教⫋大学㝔の場合は、「一⯡・専㛛」を「共㏻・実⩦・その他」としてグ入してください。

ᲢᲮᲣ 廃止ᅹ目

廃止の⌮⏤㸪代替措⨨の有↓

　　　・　専㛛⫋大学➼の場合は、「一⯡・専㛛」を「基♏、展㛤、⫋業専㛛、⥲合」と修正してグ入して

　　　　ください。

ᲢᲭᲣ 未᧏ᜒᅹ目

未㛤ㅮの⌮⏤㸪代替措⨨の有↓

8



備⪃

大学全体

大学全体

変更は令和2年度

大学㝔全体

変更は令和2年度

⚾❧大学⤒常⤒㈝⿵助㔠、㞧収入　➼

0千円

タ備㉎入㈝ 0千円

➨㸱年次 ➨㸲年次 ➨㸳年次

㸫 㸫

㟁子ジャーナル

〔うち外国書〕 Ⅼ Ⅼ Ⅼ

911〔910〕 322

㸦322㸧 㸦　―　㸧 㸦　―　㸧

322 㸫 㸫911〔910〕

㸦904〔903〕㸧 㸦322㸧 㸦　―　㸧 㸦　―　㸧

㸦注㸧・　タ⨨時のィ⏬を、⏦ㄳ書の様式➨㸰号㸦その㸯の㸯㸧に‽じて作成してください。㸦」数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　」数の様式に分ける必せはありません。なお、「㸦㸯㸧校地➼」及び「㸦㸰㸧校⯋」は大学全体の数字を、その他の

　　　　㡯┠は㸿㹁対㇟学㒊➼の数値をグ入してください。㸧

　　　・　㐠動場⏝地が校⯋敷地と別地にある場合は、その旨㸦所せ時㛫・㊥㞳➼㸧を「備⪃」にグ入してください。

　　　・　国❧大学については「㸦㸶㸧⤒㈝のぢ✚り及び⥔持方法の概せ」はグ㍕不せです。

　　　・　「(㸳)図書・タ備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和㸱年㸳月㸯日⌧在の数値をグ入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更㒊分を㉥字でぢえᾘし修正するとともに、

　　　　その⌮⏤及び報告年度「㸦㸰㸧」を「備⪃」に㉥字でグ入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において㉥字でぢえᾘしした㒊分については、ぢえᾘしのまま㯮字にしてください。

　　　・　校⯋➼建≀のィ⏬の変更㸦校⯋又は体⫱㤋の⥲㠃✚のῶ少、建⠏ィ⏬の㐜延㸧がある場合には、「建⠏➼タ⨨ィ⏬変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において㉥字でぢえᾘしした㒊分については、㯮字でグ入してください。

学⏕⣡付㔠以外の⥔持方法の概せ

㸦12,269〔582〕㸧

㛤タ年度 完成年度 図書㉎入㈝は大学全
体。同⤒㈝にはデジタ
ルジャーナル・データ
ベースの整備㈝㸦㐠⏝
コスト含む㸧を含む。
共同◊✲㈝は学㒊との
合ィ。
◊✲㈝㢠の変更は、個
人◊✲㈝と共同◊✲㈝
の㓄分変更による。

3,000千円 3,000千円

1,200千円 1,200千円

➨㸴年次

ʊ　　千円

㜀 ぴ 座 席 数 収⣡可⬟冊数

44 2�,���

体⫱㤋以外のスポーツ施タの概せ

格技場 㸫

区　　分 㛤タ前年度

�00千円 ʊ　　千円 ʊ　　千円

図書㉎入㈝(Ჲ)

ኺᝲのᙸᆢり及びዜ持方法の概ᙲ

(Ჯ)

図
書
・
ᚨ
備

  教⫱学◊✲⛉教⫱学専攻㸦博士後期ㄢ⛬㸧

ィ

(Ჰ) 図　　書　　᫾

(Ჱ) 体　　Ꮛ　　᫾

⤒㈝
のぢ
✚り

学⏕㸯人当
り

⣡付㔠

共同◊✲㈝➼

㠃　　　　　✚

　1,405.��㎡ 　2,1�5.��㎡

㛤タ年度 完成年度区　　　　分

教員㸯人当り◊✲㈝➼ 400千円 200400千円

➨㸯年次 ➨㸰年次

�50千円 �00千円

2,500千円 3,0002,500千円

合　　　ィ 63,561.77㎡

(Წ) 校　　　　　ᑀ

専　　　⏝

4112.93㎡  8537.43㎡

㸦4112.93㎡  8537.43㎡㸧

(Ჭ) 教　　室　　ሁ

(Ხ) 専任教員ᄂᆮ室

　

 新タ学㒊➼の名⛠

図　　書 学⾡㞧ㄅ

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕

冊 ✀

㸦12,269〔582〕㸧 㸦956〔903〕㸧

12,600〔600〕 959〔910〕

12,600〔600〕

23�.0�㎡

ㅮ　⩏　室

10室　 21室 4室　 6室 0室

新タ学㒊➼の名⛠

教⫱学◊✲⛉教⫱学専攻㸦博士後期ㄢ⛬㸧

㸦956〔903〕㸧

㠃　　　　　✚

959〔910〕

㸦904〔903〕㸧

㸦⿵助⫋員0人㸧

室　　　　　　数

8 室

ど⫈ぬ㈨料 機械・器具 標　　本

㸦0㎡㸧 㸦4112.93㎡  8537.43㎡㸧

情報処⌮学⩦施タ ㄒ学学⩦施タ

1室 1室

㸦⿵助⫋員0人㸧

0㎡

㸦0㎡㸧

₇　⩦　室 実㦂実⩦室

0㎡ 0㎡

共　　　⏝
共⏝する他の
学校➼の専⏝ 校⯋の一㒊について大学

の地域㐃携拠Ⅼとしての
利⏝をしており、授業利
⏝がない㒊分について、
実態にあわせて変更・修
正をおこなった。㸦令和
2年度㸧

0㎡ 4112.93㎡  8537.43㎡

4,889.00㎡ 0㎡ 0㎡

共　　　⏝
共⏝する他の
学校➼の専⏝

校
　
　
地
　
　
ሁ

校 ⯋ 敷 地 14,287.05㎡ 0㎡ 0㎡

ィ

14,287.05㎡

58,672.77㎡

4,889.00㎡

63,561.77㎡

ィ

Ჭ　施ᚨ・ᚨ備の整備状況Ღኺᝲ

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(Ძ) 区　　 分 専　　　⏝

㐠動場⏝地 44,385.72㎡ 0㎡ 0㎡ 44,385.72㎡

小　　　ィ 58,672.77㎡ 0㎡ 0㎡

そ　の　他
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ᲮᲨ既ᚨ大学ሁの状況

大 学 の 名 ⛠ 学⏕募㞟停止学⛉数 0
平均入学定員㉸
㐣⋡1.3倍以上の
学⛉➼数

0 備　　⪃

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

　共⏕⛉学㒊 - 420 3980 - 0.64 0.84 - 平成16 -

　共⏕⛉学⛉ 4 420 2年次 20 学士
(共⏕⛉学)

0.64 0.84 - 平成16

3年次 1095 -

4年次 50 -

　共⏕⛉学専攻 4 180 2年次 20 学士
(共⏕⛉学)

0.33 1.00 - 平成21 同上

3年次 325 -

4年次 50 -

　初➼教⫱専攻 4 100 3年次 290 学士
(共⏕⛉学)

1.67 0.38 - 平成21 同上

　⚟♴専攻 4 20 3年次 20 学士
(共⏕⛉学)

1.31 0.95 - 平成21 同上

　スポーツ㌟体⾲⌧専攻 4 70 3年次 260 学士
(共⏕⛉学)

2.12 0.97 - 平成21 同上

　グローカルコミュニ
　ケーション専攻 4 50 3年次 200 学士

(共⏕⛉学)
1.02 0.96 - 令和2 同上

　大学全体 - 420 3980 - - - - - -

大 学 の 名 ⛠ 学⏕募㞟停止学⛉数 0
平均入学定員㉸
㐣⋡1.3倍以上の
学⛉➼数

1 備　　⪃

年 人 年次 人 倍 倍

人

　教⫱学◊✲⛉

　教⫱学専攻
　㸦修士ㄢ⛬㸧 2 50 0 100 0.58 0.46 㸫 平成25

　教⫱学◊✲⛉

　教⫱学専攻
　㸦博士後期ㄢ⛬㸧 3 5 0 15 0.60 0.20 㸫 令和2 同上

　教⫱実㊶◊✲⛉

　教⫱実㊶専攻 2 15 0 30 1.43 1.33 㸫 平成29 同上

大学㝔全体 - 70 - 145 - - - - - -

㸦注㸧・本ㄪ査の対㇟となっている大学➼のタ⨨⪅が既にタ⨨している全ての大学㸦大学㝔含む㸧、▷期大学及び

　　　　㧗➼専㛛学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の㸳月㸯日⌧在の≧況をグ入してください。

　　　　㸦専攻⛉及び別⛉を㝖く㸧。なお、ㄪ査対㇟の学⛉➼がタ⨨されている大学から㡰にグ㍕してください

　　　・学㒊の学⛉または◊✲⛉の専攻➼、「入学定員を定めている⤌⧊」ごとに全ての⤌⧊をグ入してください。

　　　　※「入学定員を定めている⤌⧊」ごとには、ㄢ⛬ㄆ定➼によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻をタけている場合は含めません。

　　　・本年度㸿㹁対㇟となる学㒊➼については、必ず下⥺を引いてください。

　　　・「平均入学定員㉸㐣⋡」には、報告年度㸦令和㸱年度㸧から㉳⟬した修業年㝈に┦当する期㛫の

　　　　入学定員㉸㐣⋡の平均をグ㍕してください。

　　　・「備⪃」の欄については、学年㐍⾜中の入学定員の増ῶや学⏕募㞟停止など、収容定員に影㡪のある情報を

　　　　グ入してください。

学位又
は⛠号

平均入学
定員
㉸㐣⋡

　星　槎　大　学　大　学　㝔

既タ学㒊➼の名⛠
修業
年㝈

入学
定員

⦅入学
定　員

平均入学
定員
㉸㐣⋡

修士
㸦教⫱㸧

博士
㸦教⫱㸧

教⫱修士
㸦専㛛⫋㸧

学則変更㸦収容定員
変更㸧届出を⾜い、
令和3年4月より各専
攻の収容定員を変更

共⏕⛉学専攻
1年次　600→180
2年次　10→20
3年次　70→325
4年次　150→50
初➼教⫱専攻
1年次　50→100
3年次　110→290
⚟♴専攻
1年次　20→20
3年次　20→20
スポーツ㌟体⾲⌧専
攻
1年次　50→70
3年次　110→260
グローカルコミュニ
ケーション専攻
1年次　50→50
3年次　50→200

⚄奈川┴横浜市
中区日本大㏻11
␒地　横浜情報
文化センター5
㝵

収容
定員

　星　槎　大　学

既タ学㒊➼の名⛠
修業
年㝈

入学
定員

⦅入学
定　員

収容
定員

学位又
は⛠号

令和3年度
入学定員
㉸㐣⋡

定員変更
年度

㸦AC期㛫の
学⛉のみ㸧

㛤タ
年度

所　在　地

令和3年度
入学定員
㉸㐣⋡

定員変更
年度

㸦AC期㛫の
学⛉のみ㸧

㛤タ
年度

所　在　地

⚄奈川┴㊊柄
下㒆⟽根⏫仙
▼原817-255
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【ㄆ可時又は届出時】 【令和㸰年度】 【令和㸱年度】

㸦注㸧・　報告年度の䠑月䠍日現在䛾情報䜢グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄㐣年度䛻䛴䛔䛶䛿䚸各年度末時点䛾情報䛸䛧䛶グ入䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅

　　　・　ㄆ可⏦ㄳ書又はタ⨨届出書の様式➨㸱号㸦その㸰の㸯㸧に‽じて作成してください。

　　　・ 「ㄆ可時又は届出時」には タ⨨ㄆ可時又は届出時の教員全て㸦兼任㸪兼担教員を含む。㸧を㯮字でグ入してください。
　　　　その上で㸪ㄆ可時又は届出時から変更となっている⟠所は太字の㉥字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学のタ⨨➼に係る提出書㢮作成の手引き」の「教員名⡙」を☜ㄆしてください。

　　　・　年㱋は㸪それぞれの年度の㸳月㸯日時Ⅼの‶年㱋 をグ入してください。

　　　・　専任㸦専㛛⫋大学➼は専、実専、実㸦◊㸧、実み㸧、兼担、兼任の㡰にグ入してください。

　　　・　不せな年度㸦平成㸱㸮年度㛤タであれば平成㸰㸷年度㸧の⾲は㐺宜削㝖し、ワめてください。

専

▼原　朗子
㸦45㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦学⾡㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅶ
≉別ㅮ✲Ⅱ㸦㧗➼教⫱の♫会学㸧

博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専 ㅮ師

土岐㸦平⏣㸧　⋹奈
㸦36㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅷ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦教⫱┦ㄯㄽ㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅷ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦教⫱┦ㄯㄽ㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅲ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅰ㸦┬察ⓗ実㊶㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

三⏣地㸦今井㸧　┿実
㸦59㸧

㸺令和2年4月㸼
Ph.D.in Education㸦⡿国㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅳ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ㸦教⫱⌧場のㄢ
㢟ゎ決のための方⟇㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

⣽⏣　‶和子
㸦51㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦♫会学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅴ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ
　㸦教⫱・医⒪・⚟♴の㐃携
ㄽ㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

児⋢　ゆう子㸦有子㸧
㸦45㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦医学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅵ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦┳ㆤ教⫱学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

◊✲方法≉別₇⩦Ⅳ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ㸦教⫱⌧場のㄢ
㢟ゎ決のための方⟇㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

⣽⏣　‶和子
㸦50㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦♫会学㸧

専  教授
◊✲方法≉別₇⩦Ⅴ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ
　㸦教⫱・医⒪・⚟♴の㐃携
ㄽ㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専  教授

専 教授

ㅮ師
◊✲方法≉別₇⩦Ⅷ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦教⫱┦ㄯㄽ㸧
≉別ㅮ✲Ⅱ㸦初中➼教⫱の♫会
学㸧

教授
㸦◊
✲⛉
㛗㸧

専 教授 専 教授◊✲方法≉別₇⩦Ⅲ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅰ㸦┬察ⓗ実㊶㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

三⏣地㸦今井㸧　┿実
㸦57㸧

㸺令和2年4月㸼
Ph.D.in Education㸦⡿国㸧

専  教授

専  教授

専  教授

専 ㅮ師

三㍯　建二
㸦63㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅲ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅰ㸦┬察ⓗ実㊶㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専  教授

三⏣地㸦今井㸧　┿実
㸦58㸧

㸺令和2年4月㸼
Ph.D.in Education㸦⡿国㸧

専  教授 ◊✲方法≉別₇⩦Ⅳ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ㸦教⫱⌧場の
ㄢ㢟ゎ決のための方⟇㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

 教授

⣽⏣　‶和子
㸦50㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦♫会学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅴ
教⫱実㊶ㅮ✲Ⅱ
　㸦教⫱・医⒪・⚟♴の㐃携
ㄽ㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専

専 教授

◊✲方法≉別₇⩦Ⅶ
≉別ㅮ✲Ⅱ㸦㧗➼教⫱の♫会学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

土岐㸦平⏣㸧　⋹奈
㸦34㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

児⋢　ゆう子㸦有子㸧
㸦44㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦医学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅵ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦┳ㆤ教⫱学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

▼原　朗子
㸦43㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦学⾡㸧

▼原　朗子
㸦44㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦学⾡㸧

専  教授◊✲方法≉別₇⩦Ⅶ
≉別ㅮ✲Ⅱ㸦㧗➼教⫱の♫会
学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

土岐㸦平⏣㸧　⋹奈
㸦35㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

児⋢　ゆう子㸦有子㸧
㸦44㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦医学㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅵ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦┳ㆤ教⫱学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専  教授

◊✲方法≉別₇⩦Ⅱ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦Ⓨ㐩心⌮学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

三㍯　建二
㸦63㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

仁平　⩏明
㸦74㸧

㸺令和2年4月㸼
文学修士

◊✲方法≉別₇⩦Ⅱ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦Ⓨ㐩心⌮学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

三㍯　建二
㸦64㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

専  教授 専  教授 専  教授◊✲方法≉別₇⩦Ⅱ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦Ⓨ㐩心⌮学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

専

今津　孝次㑻
㸦74㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

今津　孝次㑻
㸦75㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

教授
㸦◊
✲⛉
㛗㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅰ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦学校⮫床♫会学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

仁平　⩏明
㸦73㸧

㸺令和2年4月㸼
文学修士

専  教授

今津　孝次㑻
㸦73㸧

㸺令和2年4月㸼
博士㸦教⫱学㸧

専 専
教授
㸦◊
✲⛉
㛗㸧

◊✲方法≉別₇⩦Ⅰ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦学校⮫床♫会学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ

◊✲方法≉別₇⩦Ⅰ
≉別ㅮ✲Ⅰ㸦学校⮫床♫会学㸧
博士◊✲指導Ⅰ
博士◊✲指導Ⅱ
博士◊✲指導Ⅲ
≉別ㅮ✲Ⅱ㸦初中➼教⫱の♫
会学㸧

仁平　⩏明
㸦72㸧

㸺令和2年4月㸼
文学修士

Ჯ　教員ኵጢの状況

Ჶ教Ꮛ学ᄂᆮᅹ　教Ꮛ学専攻Ტ博士後期ᛢᆉᲣᲢᡫ信教ᏋᛢᆉᲣᲸ

ᲢᲫᲣー① 担当教員ᘙ

氏　　名
㸦年　㱋㸧

㸺就任㸦予定㸧年月㸼
保有学位➼

氏　　名
㸦年　㱋㸧

㸺就任㸦予定㸧年月㸼
保有学位➼

専任・

⫋名

兼担・

兼任　

の別　

担当授業⛉┠名

⫋名

兼担・

兼任　

の別　

専任・ 専任・

⫋名

氏　　名
㸦年　㱋㸧

㸺就任㸦予定㸧年月㸼
保有学位➼

担当授業⛉┠名

兼担・

兼任　

の別　

担当授業⛉┠名
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ᲢᲫᲣー②担当教員ᘙに᧙する変更内容

　　　　 　　　　

㸦注㸧・  変更内容を⟠条書きでグ入してください。変更がない年度は「≉になし。」とグ入してください。

　　　・　不せな年度㸦令和元年度㛤タであれば平成㸱㸮年度㸧の⾲は㐺宜削㝖してください。

　　　　大学タ⨨・学校法人審㆟会による教員㈨格審査㸦㸿㹁教員審査㸧を受けてください。
　　　　㸿㹁教員審査を受けずに専任教員として授業➼を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採⏝➼変更書(㸿㹁)」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査῭」とグ入してください。

　　　　なお、タ⨨ㄆ可審査時に教員審査┬␎となっている場合は、「教員審査┬␎」とグ入してください。

　　　　 　　　　

【令和㸰年度】
タ⨨時に「≉別ㅮ✲Ⅱ㸦初中➼教⫱の♫会学㸧」の教員の⿵充が必せとなったため、専任教員で教員審査を受審中。

【令和㸱年度】
令和3年4月、今津孝次㑻教授、「≉別ㅮ✲Ⅱ㸦初中➼教⫱の♫会学㸧」⛉┠㏣加。令和2年8月教員審査῭み。

　　　・　ㄆ可でタ⨨された学㒊➼の専任教員を変更する場合は、当ヱ専任教員が授業を㛤始する前に必ず
　　　　「専任教員採⏝➼タ⨨ィ⏬変更書」を提出し、

12



㸦注㸧・　大学㝔に専攻ごとに⨨くものとする教員の数について定める件㸦平成十一年九月十四日文㒊┬告♧➨ⓒ七十五号㸧により

　　　　⟬出される教員数をグ入してください。

(注)・「タ⨨時のィ⏬」には、タ⨨時に予定されていた完成年度時の人数をグ入するとともに、㸦　㸧内に㛤タ時の≧況をグ入してください。

　　・「⌧在㸦報告時㸧の≧況」には、報告年度の㸳月㸯日の教員数㸦実人数㸧をグ入してください。

　　・「⌧在㸦報告時㸧の完成年度時の≧況」には、「⌧在㸦報告時㸧の≧況」にグ入した数字に、教員審査を受審῭みであり、

　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数をグ入 するとともに、

　　　㹙　㹛内にタ⨨時のィ⏬との増ῶ数をグ入してください。㸦グ入例㸸㸯名ῶの場合㸸△㸯㸧

　　・「⌧在㸦報告時㸧の完成年度時のィ⏬」には、予定されている完成年度時の人数をグ入するとともに、

　　　㹙　㹛内にタ⨨時のィ⏬との増ῶ数をグ入してください。㸦グ入例㸸㸯名ῶの場合㸸△㸯㸧

　　・専㛛⫋大学㝔の場合は、「◊✲指導教員」を「◊✲⪅教員」と、「◊✲指導⿵助教員」を「実務家教員」と修正してグ入してください。

㸦注㸧・「年㱋構成」には、当ヱ学㒊における教員の定年に㛵するつ定に基づく定年年㱋㸦≉例➼による定年年㱋ではありません㸧、

　　　　及び、報告年度の㸳月㸯日⌧在、定年に㛵するつ定に基づく≉例➼により定年を㉸えて専任教員として採⏝されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を㉸えて専任教員として採⏝する教員数をグ入してください。

　　　・なお、⫋位➼によって定年年㱋が␗なる場合には、⫋位ごとの定年年㱋を「定年つ定の定める定年年㱋」に二段書きでグ入

　　　　し、「定年を延㛗している教員数」には合⟬した数をグ入してください。

現在䠄報告時䠅䛾完成年度時䛾状況䠄䠟䠅 㻩
タ置時䛾ィ画䠄䠝䠅

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

報告時䛾教員䛾䛖䛱䚸定年䜢延㛗䛧䛶採用䛧䛶䛔䜛教員数
現在䠄報告時䠅䛾状況䠄䠞䠅

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

現在䠄報告時䠅䛾完成年度時䛾状況䠄䠟㻓䠅
タ置時䛾ィ画䠄䠝㻓䠅

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛㹙　㸫　㹛㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛 㹙 㸫 㹛㹙　㸫　㹛

　ᲢᲬᲣᲧ④　ᚨፗ時のᚘ画に対する教員充ឱ率

㻩

㻩
㻜

㻩 㻜 䠂

　ᲢᲬᲣᲧ⑤　現在Ტ報告時Უの状況における定年を延ᧈしている教員構成率

㻞
㻩 㻞㻡 䠂

㻤

　ᲢᲬᲣᲧ⑥　ᚨፗ時のᚘ画に対する助手充ឱ率

㻤
㻩 㻝㻜㻜 䠂

㻤

年㱋構成

報告時㸦上グ
㸦㹀㸧㸧の教員の
うち、定年を延㛗
して採⏝している

教員数

完成年度時㸦上グ
㸦㹁㸧㸧の教員の
うち、定年を延㛗
して採⏝する教員

数

定年つ定の定める
定年年㱋㸦歳㸧

65 2 3

歳 名 名

ㅮ⩏のみ担
当の教員数

1

㹙　㸫　㹛 㹙　㸫　㹛 㹙　㸫　㹛

　ᲢᲬᲣᲧ③　年ᱫ構成

◊✲指導教
員数

7

㹙　㸫　㹛

0 1 7 0

◊✲指導⿵
助教員数

㹙　㸫　㹛

7 0 1 0 8

◊✲指導教
員数

㹙　㸫　㹛

ㅮ⩏のみ担
当の教員数

㹙 㸫 㹛

0 7 0

◊✲指導⿵助
教員数

㹙 㸫 㹛

1 0 8 0

准教授 ㅮ　師 助　教
ィ

㸦㹁㸧
教　授 准教授 ㅮ　師 助　教

ィ
㸦㹂㸧

 助手㸦㹂'㸧

⌧在㸦報告時㸧の完成年度時の≧況

教　授  助手㸦㹁'㸧

7 0 1

⌧在㸦報告時㸧の完成年度時のィ⏬

◊✲指導⿵助
教員数

ㅮ⩏のみ担
当の教員数

7

(7)

◊✲指導教
員数

◊✲指導⿵
助教員数

ㅮ⩏のみ担
当の教員数

◊✲指導教
員数

0

0 1

(0) (1)

1 0 8 0

(7) (0) (!) (0) (8) (0)

7 0 1 0 8 0
7

　ᲢᲬᲣᲧ②　専任教員ሁ数【大学ᨈ】

⌧在㸦報告時㸧の≧況

教　授 准教授 ㅮ　師 助　教  ィ㸦㹀㸧  助手㸦㹀'㸧

タ　⨨　時　の　ィ　⏬

教　授 准教授 ㅮ　師 助　教  ィ㸦㸿㸧  助手㸦㸿'㸧

ᲢᲬᲣ 専任教員数ሁ

　ᲢᲬᲣᲧ①　ᚨፗ基準上の必ᙲ専任教員数

完成年度時における
タ⨨基‽上の必せ◊

✲指導教員数

完成年度時における
タ⨨基‽上の必せ◊
✲指導⿵助教員数

2 33

名 名 名

うち、完成年度時に
おけるタ⨨基‽上の

必せ教授数
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時期

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

時期

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

0 㑅択

必修

0 㑅択 0

ᲢᲭᲣ 専任教員ᠴ任ሁの理由

　ᲢᲭᲣᲧ①　専任教員の就任ᠴᡚᲢ未就任Უの理由及び後任ᙀ充状況

␒　号 ⫋　位 専任教員氏名 必修・㑅択・⮬⏤の別 就任㎡㏥㸦未就任㸧の⌮⏤担当予定⛉┠ 後任⿵充≧況

㸯 教授 㸦ヱ当教員なし㸧

㸰 准教授

0 ⛉┠ 必修

人

必修

⮬⏤ 0 ⛉┠ ⮬⏤

0 必修 0 必修 0

㑅択 0 ⛉┠ 㑅択 0 㑅択

0 ⮬⏤

0 㑅択

後任⿵充≧況の㞟ィ㸦㹅㸧

ィ 0 ⛉┠ ィ 0 ィ 0 ィ

合ィ㸦㹄㸧

㎡任した教員数 担当⛉┠数の合ィ㸦a㸧+㸦b㸧+㸦c㸧 ①の合ィ数㸦a㸧 ②の合ィ数㸦b㸧 ③の合ィ数㸦c㸧

0

0 ⛉┠

　　　　　に㎡任⌮⏤➼及び㸦　㸧書きで報告年度をグ入してください。

　　　・　また、担当予定であった⛉┠の後任⿵充の≧況について、各⛉┠ごとに≧況を以下「①」㹼「③」から㑅択し、

　　　　　「後任⿵充⌮⏤」の欄にその数字をグ㍕してください。

・専任教員が担当する㸦している㸧場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する㸦している㸧場合は「②」
・後任未定、⛉┠廃止など、上グ「①」「②」以外の場合は「③」

⛉┠ ⮬⏤ 0 ⮬⏤ 0

0

㸦注㸧・　一度就任した後に、定年による㏥⫋以外の⌮⏤で㎡任した全ての専任教員 についてにグ入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに㎡任➼した場合、㉥字にてグ入するとともに、「㎡任➼の⌮⏤」

0 ⮬⏤
人

⮬⏤ 0

必修 0 必修 0 必修 0

㑅択 0 ⛉┠ 㑅択

㸰 准教授

・専任教員が担当する㸦している㸧場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する㸦している㸧場合は「②」
・後任未定、⛉┠廃止など、上グ「①」「②」以外の場合は「③」

　ᲢᲭᲣᲧ②　専任教員ᠴ任の理由及び後任ᙀ充状況

␒　号 ⫋　位 専任教員氏名 必修・㑅択・⮬⏤の別 ㎡任➼の⌮⏤担当予定⛉┠ 後任⿵充≧況

㸯 教授 㸦ヱ当教員なし㸧

㸦注㸧・　ㄆ可時又は届出時以㝆、就任を㎡㏥した全ての専任教員の就任㎡㏥の⌮⏤を具体ⓗにグ入してください。

　　　・　「就任㎡㏥㸦未就任㸧」とは、ㄆ可又は届出時に就任予定としながら、実㝿には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に㎡任した教員は、以下「㸦㸱㸧㸫②専任教員㎡任の⌮⏤及び後任⿵充≧況」にグ入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を㎡㏥した場合、㉥字にてグ入するとともに、

　　　　　「就任㎡㏥㸦未就任㸧の⌮⏤」に就任㎡㏥の⌮⏤➼及び㸦　㸧書きで報告年度をグ入してください。

　　　・　また、担当予定であった⛉┠の後任⿵充の≧況について、各⛉┠ごとに≧況を以下「①」㹼「③」から㑅択し、

　　　　　「後任⿵充⌮⏤」の欄にその数字をグ㍕してください。

ィ 0 ィ 0

0

ィ 0 ⛉┠ ィ 0

0

0

後任⿵充≧況の㞟ィ㸦㹃㸧

0 ⮬⏤

合ィ㸦㹂㸧

就任を㎡㏥した教員数 担当⛉┠数の合ィ㸦a㸧+㸦b㸧+㸦c㸧 ①の合ィ数㸦a㸧 ②の合ィ数㸦b㸧 ③の合ィ数㸦c㸧
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　ᲢᲭᲣᲧ③　上ᚡᲢᲭᲣᲧ①　・　ᲢᲭᲣᲧ②　の合ᚘ

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

䠄䠏䠅䠉䐡合ィ䠄䠠䠅㻗䠄䠢䠅
䠄䠎䠅䠉䐠タ置時䛾ィ画䠄䠝䠅

㸦注㸧・　小数Ⅼ以下➨㸱位を切り捨て、小数Ⅼ以下➨㸰位まで⾲♧されます。

㸦注㸧・㸦㸱㸧㸫①、㸦㸱㸧㸫②で㉥字でグ㍕した専任教員数の合ィ数をグ㍕してください。

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

⛉┠ ⛉┠ ⛉┠

ᲢᲮᲣ 専任教員交代に係る「大学の所ᙸ」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方㔪などを可⬟な㝈り具体ⓗにグ入してください。

㸦注㸧・　上グ㸦㸱㸧の専任教員㎡任➼による学⏕の履修➼への影㡪に㛵する大学の所ぢ、学⏕への周▱方法、

・専任教員が担当する㸦している㸧場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する㸦している㸧場合は「②」
・後任未定、⛉┠廃止など、上グ「①」「②」以外の場合は「③」

0 ⛉┠ 㑅択 0 㑅択 0

⮬⏤ 0 ⛉┠ ⮬⏤ ⮬⏤ 0 ⮬⏤ 0
人

ィ 0 ⛉┠

0

0 0

0

0 ィ 0

㸦注㸧・　定年により㏥⫋した全ての専任教員についてにグ入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに㎡任➼した場合、㉥字にてグ入するとともに、「㎡任➼の⌮⏤」

　　　　　に㎡任⌮⏤➼及び㸦　㸧書きで報告年度をグ入してください。

　　　・　また、担当予定であった⛉┠の後任⿵充の≧況について、各⛉┠ごとに≧況を以下「①」㹼「③」から㑅択し、

　　　　　「後任⿵充⌮⏤」の欄にその数字をグ㍕してください。

⛉┠ 必修必修

㑅択 㑅択 0

ィ 0 ィ

准教授

人

必修 0 ⛉┠ 必修

⛉┠

②の合ィ数㸦b㸧

必修 0 必修 0

㎡任➼の⌮⏤

　ᲢᲭᲣᲧ⑥　定年によりᡚᎰした専任教員に対する後任ᙀ充状況

␒　号 ⫋　位 専任教員氏名 必修・㑅択・⮬⏤の別 担当予定⛉┠

後任⿵充≧況の㞟ィ

③の合ィ数㸦c㸧

合ィ

㎡任した教員数 担当⛉┠数の合ィ㸦a㸧+㸦b㸧+㸦c㸧 ①の合ィ数㸦a㸧

㸰

⮬⏤ 0

　ᲢᲭᲣᲧ⑤　令和2年度報告書から、新たにᠴ任ሁした専任教員ሁの状況

㻜 人

後任⿵充≧況

ィ 0

⮬⏤ 0 ⛉┠ ⮬⏤ 0 ⮬⏤ 0

ィ 0 ィ 0

0

㸯 教授 㸦ヱ当教員なし㸧

0 必修 0 必修 0

ィ 0

㻩 㻜 㻩 㻜 䠂
㻤

　ᲢᲭᲣᲧ④　ᚨፗ時のᚘ画に対する教員ᠴ任率

㑅択 0 ⛉┠ 㑅択 0 㑅択 0 㑅択 0

合ィ㸦㹂㸧㸩㸦㹄㸧 後任⿵充≧況の㞟ィ㸦㹃㸧㸩㸦㹅㸧

担当⛉┠数の合ィ㸦a㸧+㸦b㸧+㸦c㸧 ①の合ィ数㸦a㸧 ②の合ィ数㸦b㸧 ③の合ィ数㸦c㸧㎡任➼した教員数
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区　　　分  今後のの実施ィ⏬

ㄆ　可　時

㸦令和2年㸧

ㄆ　可　時

㸦令和2年㸧

ㄆ　可　時

㸦令和2年㸧

ㄆ　可　時

㸦令和2年㸧

　　　・　ヱ当がない場合には、「㝃帯事㡯➼」の㒊分に「ヱ当なし」とグ入してください。

　　　・　「タ⨨ィ⏬履⾜≧況ㄪ査時」には、当ヱㄪ査の実施年度の年をグ入してください。

㸦注㸧・　「ㄆ可時」には、ㄆ可時または届出時に付された㝃帯事㡯㸦学校法人の寄㝃⾜Ⅽ又は

　　　　寄㝃⾜Ⅽ変更のㄆ可の⏦ㄳに係る㝃帯事㡯を㝖く。㸧 と、それに対する履⾜≧況➼について、

　　　　具体ⓗにグ入してください。

　　　・　「タ⨨ィ⏬履⾜≧況ㄪ査時」には、当ヱ年度のㄪ査の⤖果、当ヱ大学に付された指摘を

　　　　全てグ入するとともに、付された指摘に対する履⾜≧況➼について、具体ⓗにグ入してください。

　　　　その履⾜≧況➼の参⪃となる㈨料があれば、ῧ付してください。

完成年度までは教⫱の⥅⥆
性のⅬから、健康≧況を㚷
みつつも3年㛫⥅⥆の㞠⏝予
定である。その上で、2022
年3月には教員⿵充の検ウを
㛤始する予定である。

完成年度前に、定年つ
⛬に定める㏥⫋年㱋を
㉸える専任教員数の割
合が比㍑ⓗ㧗いことか
ら、定年つ⛬の㊃旨を
㋃まえた㐺切な㐠⏝に
努めるとともに、教員
⤌⧊⦅制の将来構想に
ついて╔実に実施する
こと。

専任教員㓄⨨が必せである
ため、令和2年度に教員審査
を受審、令和2年8月に専任
教員としてㄆめられた。こ
れに伴い、令和3年度からは
同⛉┠を㛤ㅮしている。

履⾜῭

　　　・　「履⾜≧況」では、履⾜中であれば「履⾜中」、履⾜が完了していれば「履⾜῭」を㑅択してください。

㑂守事㡯

教員の⿵充を必せとさ
れた1授業⛉┠について
は、㛤タ時までに☜実
に専任教員を㓄⨨して
教員を充㊊すること。

㑂守事㡯

完成年度までに㏥⫋年㱋を
㏄えるものの、余人をもっ
て代えがたい教⫱◊✲⤒㦂
を持つ教員については、教
⫱◊✲業⦼や健康≧況を㚷
みつつも、教⫱の⥅⥆性の
ほⅬから≉例で3年㛫の㞠⏝
をしている。あわせて、完
成年度時Ⅼで㏥⫋年㱋を㉸
える専任教員に㛵しては、
⟇定している教員の⿵充ィ
⏬に基づいて、予定した公
募検ウ時期に検ウを㛤始
し、将来構想を╔実に実⾜
していく。

履⾜中

㑂守事㡯

当ヱ指摘のうち、「査ㄞ付
きの学会ㄅまたはこれに‽
ずる学⾡㞧ㄅ」を必ず1本以
上有することについてはす
でにタ⨨時の別⾲3において
対応῭みである。さらに、
➨一ⴭ⪅のほⅬについても
審査内つの明☜化のほⅬか
ら、学内で検ウを⾜い、令
和2年度中にㄽ文審査内つを
改ゞした。

履⾜῭

ㄽ文審査のせ件につい
て、「査ㄞ付きの学会
ㄅまたはこれに‽ずる
学⾡㞧ㄅ」を必ず1本以
上有することや、査ㄞ
付きㄽ文がいずれも➨
一ⴭ⪅であることなど
をㄽ文審査内つにおい
て明☜にし、ㄽ文審査
のせ件との整合を図る
こと。

Ჰ　᧽帯事᪮ሁに対する履ᘍ状況ሁ

㝃　帯　事　㡯　➼ 履　⾜　≧　況

㐣去2か年の入学⪅について
は実務⤒㦂が㇏富な⪅が中
心であったが、志㢪⪅には
実務⤒㦂が少ない⪅も存在
した。引き⥆きアドミッ
ションポリシーに沿った入
学⪅㑅抜を⾜うことを心が
けるとともに、実務⤒㦂が
十分でない学⏕が入学した
場合にも実㊶に㛵わる⬟力
が担保できるよう、個別の
履修指導に努め、㐺切な実
㊶の場との㛵わらせ方の指
導も模⣴していく。

履⾜中

多様な入学⪅を想定し、実
㝿に実務⤒㦂が十分でない
学⏕が入学した㝿には、履
修指導➼の工夫をし、実㊶
への㛵わらせ方の指導の仕
方を検ウする。

㑂守事㡯

入学㈨格からは、本専
攻には実務⤒㦂のない
⪅が入学することも想
定されることから、当
ヱ学⏕に対してディプ
ロマ・ポリシーに掲げ
る実㊶に㛵する⬟力が
担保できるよう個別の
履修指導➼の取⤌に努
めること。
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タ　⨨　時　の　ィ　⏬ 変更内容・≧況、今後のぢ㏻しなど

①　博士ㄽ文➼に㛵するつ定㸦星槎大学大学㝔教⫱学◊✲⛉
博士後期ㄢ⛬学位ㄽ文審査内つ㸧

①　博士ㄽ文審査を厳密に⾜うほⅬ、および博士ㄽ文作成に
係る一㐃の⛉┠をィ⏬ⓗに学修させるほⅬから、博士ㄽ文審
査内つを一㒊改ゞした。㸦「別ῧ①　星槎大学大学㝔教⫱学
◊✲⛉博士後期ㄢ⛬学位ㄽ文審査内つ　新旧対↷⾲」参↷㸧

主な改ゞ内容は以下の㏻り

【博士ㄽ文本審査に㛵する改ゞ】

・博士ㄽ文の「審査のほⅬ」の⾲グの厳密化㸦別⾲1㸧

・博士ㄽ文審査のせ件審査におけるせ件の厳格化、およびィ
⏬性を持たせるⅬでの文ゝ修正㸦別⾲3㸧

【博士ㄽ文予備審査に㛵する改ゞ】

・予備審査の書㢮提出および審査方法の厳密化㸦➨11条・➨
12条・➨13条㸧

【博士ㄽ文に係る◊✲倫⌮に㛵する事㡯の修正】

・博士ㄢ⛬での◊✲に係る◊✲倫⌮について、学内体制およ
び倫⌮ⓗ㓄慮のほⅬから文ゝを修正㸦➨6条㸧

【博士◊✲指導⛉┠に㛵する改ゞ】

・博士◊✲指導Ⅰ・Ⅱに係る文ゝの整備㸦➨4条・➨9条㸧

・博士ㄽ文予備審査前段㝵となる博士◊✲指導Ⅱにおける提
出≀の厳格化㸦➨7条㸧

Ჱ　その他全ᑍ的事᪮

Ჶ教Ꮛ学ᄂᆮᅹ教Ꮛ学専攻Ტ博士後期ᛢᆉᲣᲢᡫ信教ᏋᛢᆉᲣᲸ

ᲢᲫᲣ ᚨፗᚘ画変更事᪮ሁ

㸦注㸧・　㸯㹼㸴の㡯┠にグ入した事㡯以外で、タ⨨時のィ⏬より変更のあったもの㸦未実施を含む。㸧

　　　　及び法令㐺合性に㛵して⏕じた␃意すべき事㡯についてグ入してください。
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　　　学⏕情報共有の機会も㏻じて、◊✲Ⓨ⾲会の充実が求められることが判明したため、
　　年2回の◊✲Ⓨ⾲会㸦授業⛉┠「博士◊✲指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の一㒊㸧のⓎ⾲会時㛫を延㛗した。
　　また、学⏕アンケートを教員㛫で共有することで、個別の授業改善に活かしたほか、
　　㏻信教⫱ㄢ⛬として学⏕の交流機会が不㊊気味になることが分かったため、オンラインでの
　　交流の場をタ定した。

③　学⏕に対する授業ホ価アンケートの実施≧況

　㹟　実施の有↓及び実施時期

　　年度末㸦令和3年2月㹼3月に実施㸧

　㹠　教員や学⏕への公㛤≧況、方法➼

　　　博士後期ㄢ⛬に㛵わる教⫋員に㞟ィ⤖果㸦すべての⮬⏤グ㏙を含む㸧を㝈定公㛤した。
　　㝈定公㛤の方法は、クラウド上の教⫋員のみアクセスできるフォルダ内に⨨いた。
　　併せて、教授会にてFD委員会より口㢌にて報告を⾜った。
　　つ模が小さく、個人が≉定される可⬟性があるため、教⫋員以外には公㛤していない。

㸦注㸧・「①㹟　委員会のタ⨨≧況」には、㛵係つ⛬➼を㌿㍕又はῧ付すること。

　　　　「②実施≧況」には、実施されている取⤌を全てグ㍕すること。㸦グ入例参↷㸧

　　2㸧については、月例教授会にて実施

　　3㸧については、オンラインアンケートとして実施

　㹡　㛤催≧況㸦教員の参加≧況含む㸧

　　1㸧については年㛫9回㸪オンライン㛤催

　　2㸧については2か月に1回⛬度実施

　　3㸧については2月28日㹼3月5日で実施、実施⤖果を3月末の教授会で共有

　㹢　実施⤖果を㋃まえた授業改善への取⤌≧況

主に以下の㆟㢟を審㆟した。
・博士後期ㄢ⛬のFD◊修について、全学FD◊修会に合同して⾜うという方㔪の☜ㄆ
・FDの一⎔としての学⏕情報共有のタイミングについて
・博士ㄢ⛬におけるGoogle Classroomの活⏝について
・年度末授業ホ価アンケートの実施について

②　実施≧況

　㹟　実施内容

　　1㸧授業方法について◊✲会㸦Zoom㸪Googleクラスルーム㸧

　　2㸧学⏕情報共有の会㆟㸦学⏕の学修≧況➼の┦互共有㸧

　　3㸧学⏕‶㊊度ㄪ査の実施㸦授業を含む全⯡ⓗな事㡯㸧

　㹠　実施方法

　　1㸧については、全学FD◊修として実施

ᲢᲬᲣ 教員の᝻ឋのዜ持向上の方ሊᲢ᳀Ჾ・᳍Ჾ活動含むᲣ

①　実施体制

　㹟　委員会のタ⨨≧況

・博士後期ㄢ⛬委員会内に、博士後期ㄢ⛬FD委員会を㛤タ時㸦令和2年4月㸧にタ⨨。
・博士後期ㄢ⛬のFD活動㛵係を担う。このほか、全学のFD活動は全学FD委員会が担う。
・SD活動に㛵しては大学㝔事務㒊に所属する修士ㄢ⛬、専㛛⫋修士ㄢ⛬、博士後期ㄢ⛬担当⫋員を中心に事務局◊修とし
てSD活動を⾜う。

【委員会のタ⨨根拠つ定】
星槎大学大学㝔教⫱学◊✲⛉教授会つ⛬
➨4条
2　博士後期ㄢ⛬教授会の審㆟の円⁥を図るために、以下の委員会を⨨く。
(1)教務委員会 (2)FD委員会 (3)入ヨ委員会 (4)⮬己Ⅼ検・ホ価委員会

　㹠　委員会の㛤催≧況㸦教員の参加≧況含む㸧

・)'委員会は月1回定例を原則に㛤催。令和2年度はィ11回㛤催。㛤催方法は、コロナ⚝のためオンライン㛤催。構成員
は教員2名、事務⫋員2名。構成員は全員参加。ただし、年度㏵中、教員1名が休⫋中㸦⫱児休暇㸧のため教員1名、事務⫋
員2名で実施。このほか、博士後期ㄢ⛬)'委員会構成員の教員は、全学)'委員会にも参⏬。

　㹡　委員会の審㆟事㡯➼
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㸦ヱ当なし㸧

㸦ヱ当なし㸧

　c　教⫱ㄢ⛬㐃携協㆟会が審㆟した内容を㋃まえた大学での教⫱ㄢ⛬への反映≧況

㸦ヱ当なし㸧

 ※専ᧉᎰ大学、専ᧉᎰ短期大学、専ᧉᎰ学ᅹ、専ᧉᎰ大学ᨈ以外は「ᛆ当なし」とᚡ入ください。

①　体制

　㹟　委員会のタ⨨≧況

　㹠　委員会の㛤催≧況㸦回数や㛤催日など㸧

㸦ヱ当なし㸧

　㹡　委員会の審㆟事㡯➼

㸦ヱ当なし㸧

　㹢　その他

㸦ヱ当なし㸧

②　審㆟≧況

　㹟　審㆟した内容

㸦ヱ当なし㸧

　b　教⫱ㄢ⛬㐃携協㆟会が審㆟した内容を㋃まえた大学での教⫱ㄢ⛬へのぢ┤し≧況

ᲢᲭᲣ 教Ꮛᛢᆉᡲ携協ᜭ会に᧙する事᪮
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㸦注㸧・　タ⨨時のィ⏬の変更㸦又は未実施㸧の有↓に㛵わらずグ入してください。

　　　　また、「①　タ⨨の㊃旨・┠ⓗの㐩成≧況に㛵する⥲括ホ価・所ぢ」については、できるだけ具体ⓗな根拠を

　　　　含めてグ入してください。

　　　　　なお、「②　⮬己Ⅼ検・ホ価報告書」については、当ヱㄪ査対㇟の⤌⧊に㛵するホ価内容を含む報告書につ

　　　　いてグ入してください。

ᲢᲯᲣ 情報公ᘙに᧙する事᪮

　　・令和3年9月公⾲予定㸦大学全体㸧

　㹠　公⾲方法

　　・⮬己Ⅼ検・ホ価報告書を刊⾜し、大学ホームページ上に公㛤予定㸦令和3年度10月予定㸧

③　ㄆドホ価を受けるィ⏬

　　・令和6年度に、前回受審機㛵の日本㧗➼教⫱ホ価機構にてホ価を受ける予定である。

①　タ⨨の㊃旨・┠ⓗの㐩成≧況に㛵する⥲括ホ価・所ぢ

　　タ⨨の㊃旨・┠ⓗの㐩成≧況に㛵しては、㛤タから1年㛫の㛫で、⌮ㄽと実㊶の往㑏のほⅬを‶たす博士人材像、
　博士ㄢ⛬修了⪅にふさわしい◊✲⪅としての㈨㉁を㆟ㄽし、その⤖果を㋃まえて、博士ㄽ文審査内つの必せ事㡯の
　改ゞ・ヲ㏙化を⾜ってきた。これらの㆟ㄽを㏻じて、タ⨨の㊃旨は教員㛫で共有できている。

②　⮬己Ⅼ検・ホ価報告書

　㹟　公⾲㸦予定㸧時期

ᲢᲮᲣ ᐯ己点検・ᚸ価ሁに᧙する事᪮

○　タ⨨ィ⏬履⾜≧況報告書㸦令和㸱年度㸧

　㹟　公⾲予定の有↓　　〔　　　有　　　・　　　↓　　　〕

≪㹟で「有」の場合≫

　㹠　公⾲㸦予定㸧時期　〔　ㄪ査⤖果公⾲後㸯ヶ月以内　・　公⾲後㸰㹼㸱ヶ月以内　・　公⾲後㸱ヶ月以㝆　〕

　㹡　公⾲方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲㍕　・　その他㸦　　　　　　　　　　　　　　　　　　㸧　〕

≪㹟で公⾲「↓」の場合≫

　㹢　公⾲しない⌮⏤　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※タ⨨ィ⏬が各大学➼が♫会に対して╔実に実⌧していく構想を⾲したものであることに㚷み、

　タ⨨ィ⏬履⾜≧況報告書については、各大学➼のウェブサイトに公⾲するなど、✚極ⓗな情報提供をお㢪いします。
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別添① 星槎大学大学院教育学研究科博士後期課程学位論文審査内規 新旧対照表 

旧（設置申請時） 新（改訂案）  
（研究計画書の審査方法） 
第４条 博士研究指導Ⅰ合否判定委員会による研

究計画審査ならびに博士研究指導Ⅰの合否判

定は、学生からの研究計画書と学生に関する

主研究指導教員の評価書をもとに行うものと

する。 
２ 略 

（研究計画書の審査方法） 
第４条 博士研究指導Ⅰの合否判定委員会によ

る研究計画審査ならびに博士研究指導Ⅰの合

否判定は、学生からの研究計画書と学生の研

究計画に関する主研究指導教員の評価書をも

とに行うものとする。 
２ 略 

（研究計画に対する倫理審査） 
第６条 学位論文に関わる研究の倫理審査につい

ては、星槎大学研究倫理規範に沿い、本学が

設置する研究倫理審査委員会において審査を

行うものとする。人を対象とする研究におい

ては、原則として倫理審査を受けるものとす

る。 
２ 研究計画に対する倫理審査は、星槎大学研究

倫理規範に従うものとする。 
３ 学生は研究倫理審査委員会の承認を得てから

研究を開始するものとする。 

（研究遂行に関する倫理） 
第６条 学位論文に関わる研究の遂行は、星槎大

学研究倫理規範に沿い、行うものとする。人

を対象とする研究においては、研究倫理審査

を受けるものとする。 
 
 
２ （削除） 
 
３ 学生は、研究計画に関する研究倫理審査を受

け、承認を得てから研究を開始するものとする。 
第 7 条 博士研究指導Ⅱの単位を希望する者は、

研究成果論文の審査を受ける者とする。この審査

を受けようとする者は、主研究指導教員の承認を

得て、次の書類を研究科長に提出しなければなら

ない。 
(1) 研究成果論文審査申請書 
(2) 研究成果論文 
 
２ 研究成果論文は、博士論文に関わる査読付き

論文とする。 
 
３ 前２項について、早期修了を希望しない者

は、査読付き論文に代えて、研究成果をまとめた

課題研究論文に代えることができるものとする。 
 
 
 
 
４ 博士研究指導Ⅱの単位を希望する者のうち、

早期修了を希望する者は、以下のいずれかの項目

にあげたものを提出するものとする。 

第 7 条 博士研究指導Ⅱの単位を希望する者は、

研究成果論文の審査を受ける者とする。この審査

を受けようとする者は、主研究指導教員の承認を

得て、次の書類を研究科長に提出しなければなら

ない。 
(1) 研究成果論文審査申請書 
(2) 研究成果論文 
(3) 実績報告書 
２ （同左） 
 
 
３ 前２項について、早期修了を希望しない者 

で課題研究論文を博士論文審査に含めたい者は、

査読付き論文に加えて、研究成果をまとめた課題

研究論文を提出することとする。なお、課題研究

論文のみを提出することもできるが、その場合は

別途、課題研究論文である理由書を提出すること

とする。 
４ 博士研究指導Ⅱの単位を希望する者のうち、

早期修了を希望する者は、査読付き論文を 2 本提

出することとする。この場合、査読付き論文は学
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(1) 研究成果論文審査申請書ならびに研究成果論

文として査読付き論文 2 点 
(2) 研究成果論文審査申請書ならびに研究成果論

文として査読付き論文 1 点と課題研究論文 1 点 
５ （省略） 

会誌またはこれに準ずる学術雑誌であることと

する。 
 
 
５ （省略） 

（研究成果論文の審査方法） 
第９条 博士研究指導Ⅱ合否判定委員会による研

究成果論文審査は、学生からの研究成果論文

と学生に関する主研究指導教員の評価書をも

とに行うものとする。 
 
２ 略 
３ 略 

（研究成果論文の審査方法） 
第９条 博士研究指導Ⅱの合否判定委員会によ

る研究成果論文審査は、学生からの研究成果

論文と学生の研究成果に関する主研究指導教

員の評価書をもとに行うものとする。 
２ 略 
３ 略 

（予備審査の申請） 

第 11条 博士論文の審査を受けようとする者は、

本審査に先立ち予備審査を受けなければ 

ならない。 

２ 予備審査の申請者は主指導教員の承認を得

て、次の書類を研究科長に提出しなければな 

らない。 

(1) 博士論文予備審査申請書 

(2) 博士論文予備審査論文 

(3) 博士論文予備審査論文要旨 

 

 

３・４ （省略） 

（予備審査の申請） 

第 11条 （同左） 

 

 

２ 予備審査の申請者は主指導教員の承認を得

て、次の書類を研究科長に提出しなければな 

らない。 

(1) 博士論文予備審査申請書 

(2) 博士論文予備審査論文 

(3) 博士論文予備審査論文要旨 

(4) 要件審査に関わる査読付き論文等 

(5) 履歴書及び研究業績書 

３・４ （省略） 

（審査委員会の設置） 

第 12条 博士論文予備審査の申請があった場合、

博士後期課程教授会は個別に博士論文審査委員

会を設置する。 

 

２ 博士論文審査委員会は、博士後期課程の教員

を含む 5名により構成する。委員長は研究指導教

員以外の本研究科博士後期課程教員とし、審査委

員には主研究指導教員・副研究指導教員を含める

ことができる。 

３ （省略） 

（審査委員会の設置） 

第 12条 博士論文審査委員会は予備審査及び、

本審査を行う。博士論文予備審査の申請を受理

した場合、博士後期課程教授会は個別に博士論

文審査委員会を設置する。 

２ 博士論文審査委員会は、博士後期課程の教員

を含む 5名により構成する。委員長は主研究指導

教員以外の本研究科博士後期課程教員とし、審査

委員には主研究指導教員・副研究指導教員を含め

ることができる。 

３ （省略） 

（予備審査） 

第13条 予備審査は、博士論文審査委員会のもと、

論文審査と口述審査により行うこととし、博士論

文本審査に進めるに値するか否かを検討する。 

（予備審査） 

第13条 予備審査は、博士論文審査委員会のもと、

要件審査および論文審査と口述審査により行う

こととし、博士論文本審査に進めるに値するか否
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２以下 （省略） 

かを検討する。予備審査における要件審査につい

ては別に定める。 

２以下 （省略） 

別表 1 博士学位論文の論文審査の審査の観点 
観点Ⅳ 研究倫理的配慮 
A）研究対象者の人権に配慮していること 
 

別表 1 博士学位論文の論文審査の審査の観点 
観点Ⅳ 研究倫理的配慮 
A）国が倫理面、安全面での遵守事項として定め

ている倫理指針等、および大学の研究倫理指針を

遵守した研究であること 
別表 3 博士学位論文要件審査の審査要件 
【修業年限によらない共通要件】（変更なし，略） 
 
 
【標準修業年限での修了予定者】 
1）査読付き論文が 3 本以上あること。 
 
2）第 1 項のうち、1 本は審査付きの学会誌または

これに準ずる学術雑誌であること。 
3）（省略） 
4）第 1 項のうち、1 本は博士研究指導Ⅱにおいて

提出する課題研究論文に代えることができる。 
 
 
 
 
5）（省略） 
【早期修了予定者】 
1）査読付き論文が 3 本以上あり、かつ博士研究

指導Ⅱにおいて課題研究論文を提出しているこ

と。 
2）第 1 項のうち、1 本は審査付きの学会誌または

これに準ずる学術雑誌であること。 
3）第 1 項のうち、前項以外については、前項と

同様、ないしは本学大学院紀要等、本博士後期課

程が認める学内紀要であること。 
4）早期修了予定者では、第 1 項で指定した課題

研究論文を査読付き論文に代えることができる。

この場合は、査読付き論文は 4 本以上となる。 
 
5）第 2 項、第 3 項、第 4 項における査読付き論

文掲載誌については別に定める。 

別表 3 博士学位論文要件審査の審査要件 
【修業年限によらない共通要件】（変更なし，略） 
 
 
【標準修業年限での修了予定者】 
1）筆頭著者の査読付き論文が 3 本以上あること。

論文は入学後の業績に限る。 
2）第 1 項のうち、1 本は査読付きの学会誌または

これに準ずる学術雑誌であること。 
3）（省略） 
4）第 2 項以外に 1 本は以下のいずれかに代える

ことができる。 
・博士研究指導Ⅱにおいて提出する課題研究論

文。課題研究論文については、別に定める。 
・複数の筆頭著者と記載された査読付き論文で、

該当する筆頭著者と認められた論文 
5）（省略） 
【早期修了予定者】 
1）筆頭著者の査読付き論文が 4 本以上あること。

論文は入学後の業績に限る。 
 
2）第 1 項の論文は、査読付きの学会誌またはこ

れに準ずる学術雑誌であること。 
 
（旧内規の 3）は削除） 
 
3）第 1 項のうち、1 本は以下に代えることができ

る。 
・複数の筆頭著者と記載された査読付き論文で、

該当する筆頭著者と認められた論文 
4）第 2 項、第 3 項における査読付き論文掲載誌

については別に定める。 
 


